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筆者はこの 3 つの基準で選別した 23 事例（う
ち中堅企業が 4 社）に加えて，さらに中小企業
5 社と中堅企業 1 社を選び，独自にインタビ
ューを行った。したがって，総計して中小企業


























































年度 1994 1995 1996 1997 1998 1999 1900 2001 2002
大企業 25.1 27.0 27.3 27.9 27.8 28.1 28.6 28.5 26.0
中小企業
（製造業のみ）
8.1 9.0 10.3 10.3 10.7 11.1 11.7 13.0 14.1
中小企業 6.6 7.5 8.5 8.5 8.8 8.9 8.7 9.3 10.1
年度 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
大企業 27.6 28.0 28.2 27.8 28.2 28.3 28.6 29.3 30.2
中小企業
（製造業のみ）
15.1 16.3 17.0 16.9 17.1 17.3 17.9 18.2 18.9






以上50％以下の議決権を直接所有している会社をいう。     
    
??　中小企業が直接投資を決定した際のポイントの推移（複数回答）
（単位：％）
年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
良質で安価な労働力が確保で
きる
31.2 19.9 22.8 26.3 27.7 20.4 28.4 27.2
現地の製品需要が旺盛または
今後の需要が見込まれる
29.3 28.7 30.4 31.6 33.2 39.5 45.5 49.0
納入先を含む，他の日系企業
の進出実績がある














企業 79.8 パーセント，中小企業 61.9 パーセント）
と最も多く，2 番目の「すでに事業が確立し軌
道に乗っているから」（27.5 パーセント。うち大





































中国（含む香港） アジア（中国を除く） ヨーロッパ 北米 その他の地域
中小企業 44.6	 34.4	 6.0	 11.4	 3.6	


































































（出所）ジェトロ［2014b, 5-6］。    
??　中国進出日系製造業企業の今後１～２年の事業展開の方向性（2013年）
（単位：％）



















































































































































58.1 15.4 0.3 8.0 13.4 4.6 0.3
サービス
（n=119）






































ら 2013 年にかけての 10 年間，日本の内需（民
間需要＋公的需要）は約 494 兆円から 497 兆円
へと，ほぼ横ばいで推移していた（注５）。それに
対して，中国の内需（最終消費＋資本形成総額）
は約 16 兆元から 57 兆元へ 4 倍近くも拡大し
??　海外販路開拓のための工夫（複数回答）
展示・商談会への出展・参加現地で広告・宣伝活動を取引先候補を個別訪問現地ニーズ把握のための市場調査 強化日系の販売代理店を活用非日系の販売代理店を活用既存顧客や提携相手に協力を要請 その他 特段の対応を取っていない無回答
総計 3,471 50.4 7.5 33.9 20.6 16.3 9.9 31.6 2.7 12.9 10
大企業 680 50 12.4 45.7 35.3 18.1 17.2 39.3 1.5 7.1 9.4



























































































メーカー関係者 7 人中 4 人，中国の日系メー






































3 60.4 70.1 49.1 53.2
主要取引先からの
値下げ要請
6 46.1 47 49.9 57.4
限界に近づきつつ
あるコスト削減


























が 70 人，現地子会社が 16 人の典型的な中小企
業である 。広東省仏山の南沙にある某大手重
















「品質や納期に不安がある」 33.50% 「売掛金回収」 32人
















に 1 日を要するが，A社なら 30 分で対応できる。










































タイ，中国（2 カ所）に 6 製造拠点を設けてい
る。中国では，広東省仏山のほか，長春にも工
場を設立している。自動車関連のビジネスは売
り上げ全体の 9 割を，建材関連のビジネスは 1
割を占めている。なお，海外の生産拠点はすべ
て自動車に関連するビジネスを行っている。
2013 年，本社の売り上げは 50 億円，海外 6 社
の売り上げは 60 億円に達している。
B社は 2005 年に広東省仏山に進出した。

























































































































































































中小 中堅 中小 中堅
企業数合計 29 8 2 16 3
非日系向けの販売が５割を超えた企業の数 29（17） 8（5） 2（2） 16（10） 3（0）
現地子会社の従業員規模が本社を上回った企
業の数
26（5） 6（0） 2（0） 15（5） 3（0）
自社の強みとして，品質の高さが挙げられた
企業の数
23（13） 7（5） 2（1） 11（5） 3（2）
自社の強みとして，開発，設計能力の高さが
挙げられた企業の数
23（8） 7（1） 2（1） 11（5） 3（1）
顧客への技術情報の流れが確認できた企業の
数
18（12） 5（2） 0（0） 11（8） 2（2）
現地子会社，現地人への権限の委譲が確認で
きた企業の数
29（8） 8（1） 2（1） 16（6） 3（0）
販売活動で中国人キーパーソンが決定的な役
割を果たしたケースが確認できた企業の数
29（5） 8（0） 2（0） 16（5） 3（0）
人材育成についての取り組みが確認できた企
業の数


























































































































12（9） 2（0） 10（9） 17（6） 8（0） 9（6）
自社の強みとして，とくに開発，設
計能力が挙げられた企業の数
9（5） 2（1） 7（4） 14（3） 7（1） 7（2）
現地子会社，現地人への権限の委譲
が確認できた企業の数
12（4） 2（1） 10（3） 17（4） 8（1） 9（3）
人材育成についての取り組みが確認
できた企業の数
12（8） 2（1） 10（7） 17（9） 8（2） 9（7）
中国市場の特性として，スピードの
速さが挙げられた企業の数











































































































































esri.cao.go.jp 　2014 年 8 月 20 日アクセス）から
引用。
（注 6）中国統計局の公表したデータ（www.
stats.gov.cn 　2014 年 8 月 20 日アクセス）から引
用。
（注 7）筆者が 2013 年 12 月に実施したA社へ
32
のインタビューによる。










さ（4 社，うち現状維持派が 2 社），納品の速さ
（3 社，うち現状維持派 3 社），ブランド力（2 社，
うち現状維持派が 1 社），省エネ（2 社，うち現
状維持派が 1 社），コストダウンの実現（2 社，
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